
 ９月１２日夕方、第１回能登支援

スタッフ報告交流会が開催され

ました。第１クールから、現在活

動中の第１７クールまで、３７画

面で参加がありました。当初予

定していた１時間を３０分上回る

ほど、能登への思いがあふれる

時間となりました。次回は１２月

１９日（木）１７時開始です！ 
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～応えることができた喜びを感じて～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～第 1回能登支援スタッフ報告交流会開催！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

普段、私は急性期病院のリハビリテーション科で作業療法士として仕

事をしています。今回、JDF スタッフとして通院のための移動や送迎の

支援に携わらせていただきました。今回支援した方は、自宅が全壊した

ため、みなし仮設としてアパートの２階で、高齢のご両親らと暮らしてい

ます。起き上がりと歩行が困難なため、１階までは抱えて降りる必要があ

りました。訪問看護師や病院の看護師、JDFスタッフ５名が連携して移動

介助を行い、診察を受け無事に帰宅するまでの支援を行うことができま

した。ホッとしたと同時に、支援者が一つになって成し遂げられたと感じ

ました。アパートに引っ越してから約５ヶ月、初めて外に出たそうです。 

また、診察の待ち時間には、お母さんから息子さんの病気のこと、地

震により避難生活や車中泊を強いられたことなどを伺いました。そうし

た厳しい状況のなかで、今回の支援活動につなげることができ、心から

嬉しく思いました。当初は表情の固かった息子さんが、帰り際に笑顔で

手を握ってくださった姿に胸が熱くなりました。（大阪府・栁沢崇） 

 

（熊本県 山田誠） 

No.1７ 
２０２４年 

９月１４日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 第１７クール（９/８-９/１３）は、晴れ男・晴れ女が集合したた

め、１週間、好天に恵まれました。まだ暑い日が続く中での片付

け作業や通院支援は苦労もありましたが、一つ一つの要望に

応えることができた喜びをみんなで感じながら、１週間、活動

することができました。 
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＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

ホームページ ULRと QRコード 

 

 

 

 

 

 

 

 今回、輪島市の「あすなろふたばぱいんの会」にお邪魔させていただきました。

JDF支援活動に参加するにあたり、私の所属事業所「サングリーン」のメンバーを巻

き込みたい思いがありました。せっかく事業所を訪問するのであれば、私たちの作

っている製品を使ってもらいたいと思い、職員・メンバーから寄付を募り、ふきん、

米ぬか石けん、スポンジ等を購入して、お渡しすることが出来ました。大変な状況下

にかかわらず、あすなろふたばのメンバー・職員のみなさんが暖かく受け入れてく

ださり、楽しい時間を過ごすことができました。（東京都・川口佳奈） 

 七尾市の３階建て市営住宅にお住まいの方のご自宅の片付けの支援に参

加しました。ペットボトルがぎっしり詰まったゴミ袋がいくつも。中身が残っ

ている物もあり、キャップを取り中身を捨てながらの作業となりました。ご

本人と、支援者２人の計３人で約２時間余りの作業となりました。ゴミ袋を

抱えて軽トラックに積み込み作業をしている最中に、同じ棟の住民から「何

をしてるんですか」と質問を受けました。思わず答えに困りました。日本障害

フォーラムの目立つビブスを着た人間が、ご本人とご近所との関係で、どう

答えるのが正解だったのか難しいと感じました。（大阪府・田中良彦） 

七尾市で一人暮らしの高齢の女性の方の移動支援や自宅の

片付けなどを２日間担当しました。一緒に行動していくうちに、

女性が避難生活でお世話になった多くの方に恩返しをしたい

と思っていることがわかりました。そして「被災時に過ごした親

戚の家が草刈りで困っているので助けてほしい」と要望されま

した。親戚の方は草刈りを遠慮されたのですが、草刈りが目的

でなく女性のお世話になった人への感謝の気持ちを汲んでお

手伝いさせてもらいたい、と伝えると快く承諾されました。女

性に草刈りした後の庭を見ていただくと「頼んで申し訳なかっ

たなあ」と言いつつ、笑顔で大変喜んでいました。 

最後に、別れの挨拶をすると「やさしくしてくれてありがとう」「あんた来週こないの？」と言ってい

ただいたことがとても嬉しかったです。ドアが閉まるまで何度も「ありがとう」と聞こえたときは、被

災地で少しでも貢献できたかもしれないと思うことができました。今後もなにか被災地にできること

を探して行動しつづけたいと思います。（大阪府・新居健介） 

移動支援で通った能登島大橋からの朝日 
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